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日
に

本
ほん

の交
こう

通
つう

ル
る

ー
ー

ル
る

は、皆
みな

さんの国
くに

や地
ち

域
いき

のル
る

ー
ー

ル
る

と違
ちが

う場
ば

合
あい

があります。

安
あん

心
しん

・安
あん

全
ぜん

な生
せい

活
かつ

を送
おく

るため、交
こう

通
つう

ル
る

ー
ー

ル
る

をしっかり理
り

解
かい

しておきましょう。

【道
みち

を歩く
ある

とき】

① 人
ひと

は歩
ほ

道
どう

の右側
みぎがわ

を歩きます
ある

。

② 車
くるま

は車道
しゃどう

の左
ひだり

側
がわ

を走ります
はし

。

③ 道
みち

をわたるときは横
おう

断
だん

歩
ほ

道
どう

を

渡
わた

ります。

【自
じ

転
てん

車
しゃ

に乗
の

るとき】

① 自
じ

転
てん

車
しゃ

は普
ふ

通
つう

車
しゃ

道
どう

の左
ひだり

端
はし

を走
はし

ります。

「自転車
じてんしゃ

通行可
つうこうか

」の標識
ひょうしき

のある

歩
ほ

道
どう

では車道
しゃどう

寄り
よ

を走り
はし

ます。

② 「止まれ
と

」の標識
ひょうしき

のあるところ

では、止まら
と

なければいけません。

③ 交差点
こうさてん

では信号
しんごう

を守
まも

ります。

自
じ

転
てん

車
しゃ

専
せん

用
よう

横
おう

断
だん

歩
ほ

道
どう

を渡
わた

ります。

④ 交差点
こうさてん

で斜め
なな

横断
おうだん

をしては

いけません。二
に

段
だん

階
かい

右
う

折
せつ

をします。

第
だい

4章
しょう

生活
せいかつ

する／交通
こうつう

4-1 交通
こうつう

ルール
る ー る
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⑤ お酒
さけ

を飲んだら
の

、自
じ

転
てん

車
しゃ

に

乗って
の

はいけません。

⑥ 傘
かさ

をさしながら自
じ

転
てん

車
しゃ

に

乗って
の

はいけません。

⑦ ヘッドホン
へっどほん

で音楽
おんがく

を聞
き

きながら

乗って
の

はいけません。

⑧ 携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

を使
つか

いながら

乗って
の

はいけません。

⑨ 並んで
なら

走って
はし

はいけません。
⑩ スピード
すぴーど

の出し
だ

すぎはいけません。

安全
あんぜん

なスピード
すぴーど

で走
はし

ります。

⑪ 二人
ふたり

乗り
の

をしてはいけません。 ⑫ 夜
よる

はライト
らいと

をつけます。

 ルール
るーる

を守らない
まも

と罰金
ばっきん

（お金
かね

を払う
はら

こと）や刑務所
けいむしょ

に入る
はい

可
か

能
のう

性
せい

があります。

 自
じ

転
てん

車
しゃ

で交通
こうつう

事故
じこ

を起
お

こした場
ば

合
あい

、多
た

額
がく

の損害
そんがい

賠償
ばいしょう

責任
せきにん

（多く
おお

のお金
かね

を払う
はら

必要
ひつよう

）が出
で

るかもしれません。自
じ

転
てん

車
しゃ

保
ほ

険
けん

に入
はい

っておきましょう。
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【自
じ

転
てん

車
しゃ

防
ぼう

犯
はん

登
とう

録
ろく

】

 自
じ

転
てん

車
しゃ

を買った
か

ときやもらったときは、登録
とうろく

をします。

【自
じ

転
てん

車
しゃ

を駐車
ちゅうしゃ

するとき】

① 自
じ

転
てん

車
しゃ

は必
かなら

ず駐輪場
ちゅうりんじょう

に

止
と

めてください。

② 道
どう

路
ろ

上
じょう

に止
と

めてはいけません。

（回収
かいしゅう

業者
ぎょうしゃ

に片
かた

づけられます。）

【公
こう

共
きょう

交
こう

通
つう

機
き

関
かん

の種類
しゅるい

】

JR
じぇいあーる

私
し

鉄
てつ

地
ち

下
か

鉄
てつ

バス
ばす

路
ろ

面
めん

電
でん

車
しゃ

新幹線
しんかんせん

など

4-3 公共
こうきょう

交通
こうつう

機
き

関
かん

の乗
の

り方
かた

自
じ

転
てん

車
しゃ

を買
か

ったとき ▶▶新
あたら

しく登録
とうろく

します。

自
じ

転
てん

車
しゃ

をもらったとき▶▶登録
とうろく

の名
な

前
まえ

を変
か

えます。

4-2 自
じ

転
てん

車
しゃ

防
ぼう

犯
はん

登
とう

録
ろく

の仕
し

方
かた

＜登録
とうろく

シール
しーる

＞

■自
じ

転
てん

車
しゃ

を新
あたら

しく登録
とうろく

することも、名
な

前
まえ

を変える
か

ことも、自
じ

転
てん

車
しゃ

を売って
う

いるお店
みせ

でできます。

■在
ざい

留
りゅう

カード
かーど

を忘
わす

れずに持
も

って行
い

ってください。ひとことアドバイス
あどばいす
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【電車
でんしゃ

（JR
じぇいあーる

・私
し

鉄
てつ

・地
ち

下
か

鉄
てつ

など）の乗
の

り方
かた

】

① 路
ろ

線
せん

図
ず

で行き方
いかた

を

確
たし

かめます

② 行
い

き先
さき

までの切符
きっぷ

を

買い
か

ます

③ 改札
かいさつ

を

通ります
とお

※ 交通
こうつう

系
けい

I C
あいしー

カード
かーど

があるときは切
きっ

符
ぷ

を買
か

わずに、改札
かいさつ

にI C
あいしー

カード
かーど

をタッチ
たっち

して

通り
とお

ます

【バス
ばす

の乗り
の

方
かた

】

① バス
ばす

料金
りょうきん

がどこまで乗って
の

も同じとき
おな

（料金
りょうきん

が決まって
き

いるとき）

⇒普
ふ

通
つう

、乗る
の

ときにお金
かね

を払います
はら

。

② バス
ばす

料金
りょうきん

が乗る
の

距
きょ

離
り

によって変わる
か

とき

⇒乗る
の

ときに整
せい

理
り

券
けん

を取り
と

ます。

⇒降りる
お

ときに自
じ

分
ぶん

の整
せい

理
り

券
けん

の番号
ばんごう

を見て
み

前
まえ

のボード
ぼーど

の同じ
おな

番号
ばんごう

に書いて
か

あるお金
かね

を

払
はら

います。

※ I C
あいしー

カード
かーど

が使える
つか

バス
ばす

も多い
おお

です。

I C
あいしー

カード
かーど

があるときは乗る
の

ときに1回
かい

、

または、乗
の

るときと降りる
お

ときの2回
かい

タッチ
たっち

します。

※ バス
ばす

を降りる
お

ときはボタン
ぼたん

を押して
お

運転手
うんてんしゅ

に知らせます
し

。
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【公
こう

共
きょう

交
こう

通
つう

機
き

関
かん

に乗る
の

時
とき

のマナー
まなー

】

① プラットフォーム
ぷらっとふぉーむ

やバス
ばす

停
てい

では

列
れつ

に並んで
なら

待ちましょう
ま

。

② 電車
でんしゃ

やバス
ばす

に乗る
の

時
とき

は、降りる
お

人
ひと

が降りて
お

から、乗りましょう
の

。

③ 電車
でんしゃ

やバス
ばす

の中
なか

では、大
おお

声
ごえ

で話
はな

し

たり、電
でん

話
わ

で話
はな

したり、しないよう

にしましょう。

④ ヘッドホン
へっどほん

からの音
おと

漏れ
も

に

気
き

を付けましょう
つ

。

⑤ 優先席
ゆうせんせき

の近く
ちか

では、ペースメーカー
ぺーすめーかー

等
とう

への影響
えいきょう

のため、携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

の

電源
でんげん

をOFF
おふ

にしましょう。

＜優先席
ゆうせんせき

マーク
まーく

＞

＜つかってみよう！にほんご＞

優先席
ゆうせんせき

はどういう意味
いみ

ですか。

バス
ばす

の乗
の

りかたを教
おし

えてください。


